
生徒の感想
• ウェブカメラを使った活動後、間違えやすいポ

イントも分かったので正しく操作できるように
なった。

• 正しい順序にできていたか自分でも分からない
ところがあったとき、ウェブカメラを使ったお
かげでしっかり確かめられた。

自己評価・相互評価を効果的に実
施すると生徒の気付きと器具操作の
自信につながる

成果

生徒自身でICT機器操作を行えるように
させたい。また、チェックシートを充実させ
ていきたい。

生徒の実態生徒の実態 目指す生徒像
観察・実験器具を適切に操作

することができる生徒

観察・実験器具を適切に操作することができる生徒の育成
－ICT機器を用いた評価の工夫を通して－
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自分で正しい操作
が分かった。
みんなの言葉で気

付き、自信がもてた。

ＩＣＴ機器を用いた自己評価と相互評価を行うことで、
観察・実験器具操作を適切に行い、自信をもって観察・
実験に取り組む生徒が増えた。

観察・実験器具操作に不安があり、
観察・実験に自ら取り組むことが苦手

＜生徒の変容＞
全ての生徒が適切にガスバーナー操作ができるようになり、観察・実験が今までよりスムーズに進んだ。

課題

ウェブカメラとコンピュータで操作の様子を録画
し、遅延再生映像を使って自己評価する

自分の操作（遅
延再生）を確認
自分の操作（遅
延再生）を確認

自信がないので
操作は大変だ。

観察・実験器具操作をＩ
ＣＴ機器を用いて、録画再
生し自己評価・相互評価を
実施する

ウェブカメラとコンピュータで記録した動画を再生
し、グループ内で相互の操作の様子を評価し合う

生徒の感想
• 自分のガスバーナー操作について、班の人に指

摘してもらった箇所を意識して自信をもってで
きるようになった。

• できていないところなど自分で気付かないこと
も他の人が言ってくれたので、どうすればよい
か分かった。

生徒の感想
• 自分のガスバーナー操作について、班の人に指

摘してもらった箇所を意識して自信をもってで
きるようになった。

• できていないところなど自分で気付かないこと
も他の人が言ってくれたので、どうすればよい
か分かった。

動画機能を活用した
相互評価

動画機能を活用した
相互評価

チェックシートで自己評価・
相互評価をサポート！

実践（ガスバーナーを用いた観察・実験）の概要

遅延再生を利用した
自己評価

遅延再生を利用した
自己評価

元栓の確認を
していないよ。

操作ポイントをチェック
シートで確認


